
【令和５年 第１１回大山町教育委員会 議事録】  

 

日時     ：令和５年９月２６日（火）午前９時３０分～ 

場所     ：名和公民館 第１会議室 

出席委員   ：山本健一、向陽寛孝、山洋美、 

欠席委員   ：なし 

教育長    ：鷲見寛幸 

その他の出席者：教育次長（赤路）、幼児・学校教育課長（源光）、社会教育課長（徳永）、 

       ：学校教育参事（浦木）学校教育担当者（中井） 

参観人    ：４人 

 

日   程 

１． 開会宣言 

 

教育長職務代理 

ただいまから第１１回大山町教育委員会を開会します。日程については、配布資料の

とおりです。 

 

２．議事日程の報告 

 

教育長職務代理 

会議時間については、午前９時３０分から終了目標を午前１０時３０分とします。 

 

日程第１ 

会議時間の決定 

 

自 午前９時３０分      至 午前１０時３０分 

 

日程第２ 

教育長報告並びに連絡事項 

８月３１日～９月２６日までの報告事項、今後の予定について説明（下記は主な内容） 

 

教育長 

 ２学期が始まり、先週は大山中名和中の修学旅行が京阪神に２泊３日で行きました。

今月末から保育所の運動会が行われます。小中学校の運動会に参加された委員さんで、

ご意見ご感想がありましたらお願いします。 



 

９月９日、大山町内３中学校の運動会が行われました。名和中、中山中は半日開催で

したが大山中だけは１日開催しました。県内でも１日開催は大山中だけだったと思いま

す。生徒と保護者がお昼ご飯を一緒に食べるために、グランドの周りにテントが張られ

大勢の保護者の方が来られていました。 

９月１０日から大山小セカンドホームが行われ、１３日に星空観察会の講師を行いま

した。星座や土星の輪を見ることができ本物に触れる体験ができてよかったです。 

９月１４日、１５日大山町議会本会議（一般質問）がありました。吉原議員からＧＩ

ＧＡスクール構想に対応した取組の現状と課題について質問がありました。国の資金を

活用し、各学校の児童･生徒や職員へのタブレット配置は完了しており、今後はデジタ

ル機器のさらなる有効的な活用方法の検討が課題とお答えしました。先日公表された全

国学力テストの結果では、中学英語が全国平均を大きく下回り、県教委は大きな課題と

して受け止めているようだが、大山町ではどうかについての質問には、大山町としても

全国平均より点数は下回っており課題と認識しています。今年度からはＡＬＴを各学校

に１名配置し、英語に慣れ親しむ環境を整えていく取組をしています。コミュニティ･

スクール体制の現状と課題についての質問には、各学校に組織として「学校運営協議会」

が立ち上がっている状況で地域と共にある学校が徐々に浸透していますが、組織と地

域とのスムーズな情報共有が課題です。大山町ではコミュニティ･スクールコーデ

ィネーターが中心になり各校区の研修等を行っておりますとお答えしました。不登校児

童・生徒のサポート体制についての質問には、学校や保護者、教育委員会が情報共有や

連携をし、チームとして不登校対応や不登校傾向の児童生徒について対応しています。

不登校児童生徒については町教育支援センター「寺子屋」で学校復帰や学習をサポート

し、教育相談にも対応していますし、スクールソーシャルワーカーの数を増やし対応体

制を整備していますと答えました。教員の資質向上と長時間労働是正問題についての質

問には、教員の資質向上に向け全職員対象研修や小・中学校学力向上連携事業を実施し

ています。長時間労働抑制のため、校長と合わせて教育委員会においても勤務状況をチ

ェックのうえ、必要に応じ面談・指導を実施し学校体制組織として長期間労働の是正に

取り組んでいると答えました。西本議員から教育３本柱の成果を問うということで、「ふ

るさと教育」「保小中の連携」「英語教育」は大山町教育振興基本計画を受け、令和５年

度の重点を定めたものになるが、教育委員会職員、現場職員、各学校や保育園にどのく

らい浸透しているのかについて質問がありました。学校、保育所、公民館など各施設の

責任者が集まる定例会議において年度当初に説明していますし、新任教職員や町外から

の転勤職員へ年度初めに説明しています。教育関係者のみではなく全町民に常に発信し

ていく必要があると思いました。また、夏休みの宿題は本当に必要なのかについての質

問には、学校教育法施行令に定められている休業日であり、もともとは、この季節の暑

さによる授業の困難さを避けるためのものです。夏休みは、子ども達にとって学校では



できない豊かな体験が大切です。まとまった時間で挑戦できる自由研究や飼育体験・巣

箱などの作品制作にじっくりと取り組むチャンスの時期ですが、基礎的な生活習慣や１

学期の復習等で基礎学力を定着させ２学期を迎えるために必要になるとお答えしまし

た。「宿題をなくす」という考えはあるのかについての質問には、大山町では「家庭学

習の手引き」で学年に応じての家庭学習の１日の時間数を示しています。毎日の積み重

ねが基礎学力の定着に繫がりますが、そのためにも宿題が必要とお話をしました。 

今後の予定として、９月２７日、テメキュラ市交流３０周年記念事業実行委員会が行

われます。来年がテメキュラ市交流３０周年になります。９月３０日、保育所の運動会

が行われます。委員さん方からご質問、ご意見、運動会の感想がありましたらお願いし

ます。 

 

委員 

中山中学校の体育祭に行きました。雨が降って１時間遅れで始まりましたので、プロ

グラムを変更しながら午前中に開催しました。「がむしゃら」がスローガンでしたが、

本当にがむしゃらに取り組んでいて、一人の生徒も取りこぼしをしない結束力の強い中

山中の教育を見ることが出来ました。 

 

委員 

大山中学校の体育祭は、水分補給の時間を何度も取りながら元気いっぱいの体育祭で

した。１日開催なので子ども達と一緒に弁当を食べることもでき、とても良い運動会だ

ったと保護者の方も言っておられました。 

 

委員 

名和中学校の体育祭は開催式の最中に雨が降りましたが、雨も途中で上がりとても盛

り上がった運動会でした。 

 

教育長 

ありがとうございました。 

 

 

その他 

・準用保護制度の認定基準について 

・公民館について 

・保育所の運動会について 

 

 



４．次回の開催日程 

令和５年１０月２４日  午前９時３０分～ 

 

 

５．閉会宣言 

午前１０時５２分 

 

 


